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■ 医療支援室室長ご挨拶 

ご存知ですか？！「こころの連携指導料」 

■ 重症心身障害児（者）医療型短期入所サービス 

（レスパイト）について  

■ 小児科Topics / 小児神経疾患と診療 

栄養室・給食室 / 当院の嚥下食 

■ 病院から地域へつなぐ「食べる幸せいつまでも」 

■ 認定看護師便り / 第２回「緩和ケア看護」編 

医療支援室より 

■ 外来担当医表 / 当院へのアクセス方法 

 

金廣 哲也 
外科主任部長 

 
第 13 号 

2022.秋 

舟入市民病院の医療支援室長を拝命しております、外科の金廣 哲也と申します。 

先日 9月２１日、『広島市医師会水曜観音塾レビューシリーズ 41』舟入市民病院の

順番ということで、当院小児科の佐藤 友紀医師から「小児の慢性腹痛への診療」、

呼吸器内科の実綿 慶医師から「コロナ禍における結核診療」の 2 演題の講演を行

いました。佐藤医師からは、腹痛で不登校の患児も診察や検査をすることで、起立

性調節障害や好酸球性消化管疾患、Anterior Cutaneous Nerve Entrapment 

Syndorome(ACNES)など隠れている疾患を診断治療することの重要性、また検査

を行うことだけでも不登校から回復する例もあるということ、また実綿医師からは

COVID-19 感染と粟粒結核の合併例の経験例を発表いたしました。 

 舟入市民病院はCOVID-19感染症のパンデミック以降、呼吸器内科および小児科でその診療の一端を担

っておりますが、COVID-19以外の診療も今後のポストコロナを見据えて引き続き行ってまいります。10

月13日にはコロナ禍後初めてのオープンカンファレンスも開催させていただきました。 

これからも引き続き舟入市民病院をよろしくお願いいたします。 

 

医療支援室室長ご挨拶 

2022年度の診療報酬改訂が行われたことにより、新たな加算が新設されました。 

ここでご紹介したいのは「こころの連携指導料」です。 

「こころの連携指導料」は外来患者で、地域社会から孤独・孤立の状況等により精神障害またはその増悪に

なる可能性がある患者または精神科、心療内科を担当する医師が療養上の指導が必要と判断した患者に対し

て、かかりつけ医と精神科・心療内科の医師等が、自治体等と連携しながら多職種で患者をサポートする体

制がある場合について評価されるようになりました。 

 かかりつけ医が精神科・心療内科の医療機関へ上記の対象患者にかかわる診療情報提供を文章で行った場

合に「こころの連携指導料（Ⅰ）350点」が算定できます。また、精神科医・心療内科の医療機関が対象患

者の診療や療養上の必要な指導を行い、対象患者の同意を得て紹介元のかかりつけ医に診療情報提供を文章

で行った場合に「こころの連携指導料（Ⅱ）500点」が算定できます。 

事前登録が必要であること、かかりつけ医は所定の研修を受けることの条件を満たすことが必要です。 

 当院ではこの加算による体制が整う準備をしています。 

かかりつけ医と医療機関の連携が評価されたことで、より密な連携構築と、患者へのより質の高い支援につ

ながってほしいと思います。 

 

 



 

  

レスパイトの受け入れを5階病棟へ集約し、3床に増床します！ 

専従の看護師を配置することにより、「より安全に」「より快適に」を目指します！ 
 

 

 

5階病棟 看護師長 小林 真由美 

重症心身障害児（者）医療型短期入所サービス（レスパイト）について 

 

レスパイト受け入れについては、開始から現在に至るまで、4階

HCUの 1床と５階病棟の1床の2部署（2床）で行ってきました。

そのため、利用のご希望があるにも関わらず、満床のためお引き受け

できないことも多々あり、心苦しく感じておりました。 

そこで2022年10月よりレスパイトの受け入れを5階病棟に集約

し、3床に増床いたしました。また、専従の看護師を1名配置する

ことにより、「より安全に」「より快適に」を目指して参ります。 

これからも、保育士やリハビリスタッフなどとともに、お気持ちに寄

り添いながらケアをさせていただきます。今後ともよろしくお願いい

たします。 

 

 

重症心身障害児（者）医療型短期入所サービス（以後レスパイトと

いう）は、2016年に開始し早くも6年の月日が経過しました。現

在75名の方が登録され、在宅で暮らす障害児（者）の家族の方の休

息やストレス緩和になると大変喜んで頂いています。 

当院は24時間小児科医が常駐しているため、体調不良時もすぐに

対応することができ、入所者のご家族から「安心して利用することが

できる」と感謝のお言葉もいただいています。多くのお礼や感謝のお

言葉が、スタッフ一同の励みとなっております。 

 

 

従来からの変更点 

・ 注入物品等が洗浄しやすいように洗面台を流し

タイプに交換 

・ 個別エアコンの増置（病院の空調とは別） 

・ 入所者の様子観察がしやすいベッド配置の工夫  

 

 

お一人毎専用の物品を準備 

・ 物品が整理整頓しやすいよう「かわいいワゴン」 

・ 個人専用のミルトン容器    

・ 食器乾燥機 

 



 

 

 

小児神経学は、小児の中枢神経、末梢神経、筋などの先天的および後天的異常を対象とし、 

頻度の高い疾患から非常に稀な疾患まで多数の病気が含まれます。多岐に渡る小児神経疾患の中でも、当院で

は特に「てんかん」診療に力を入れています。 

てんかん診療では、病因、発作型及びてんかん分類を正しく診断することが治療結果に直結します。詳細な

問診、神経学的診察にはじまり、脳波（通常の外来脳波だけでは診断が難しい症例では入院での長時間のビデ

オ・脳波同時記録検査）、頭部画像検査（CT、MRI）、血液・尿・髄液検査、染色体・遺伝子検査、発達・知能

検査など必要な検査を選択して行います。治療については、原因となる疾患に対する治療、抗てんかん薬によ

る治療、食事療法（ケトン食療法）及び免疫療法（ACTH・ステロイド治療など）を提案・実施しています。

てんかん外科適応が検討される症例では、広島大学てんかんセンターに紹介して適切な手術時期を逃さない

よう心がけています。 

市民のみなさまの期待に応えるために努力精進しておりますので、 

今後ともご支援ご協力を承りますよう宜しく御願いいたします。 

小 児 科  

Topics 

主な専門分野

神経・けいれん

外来診療日

水曜日　午後外来

金曜日　午前外来

小児神経疾患と診療 

小児科副部長   板村 真司  

 

当 院 の 嚥 下 食 

 

 

当院では、「日本摂食嚥下リハビリテーション学会嚥下調整食分類2021（食事・とろみ）」に添った食事

を提供しています。 

毎週木曜日の昼食時（12：00～）、食形態・水分のとろみ段階、摂取方法等について、必要摂取栄養量

（輸液含めた）も含めた調整を「摂食嚥下チーム」にて検討し、主治医へ提案を行います。不必要な食止め

をなくし、誤嚥等を防止するために多職種でラウンドをしています。 

退院先（在宅、病院、施設等）を考慮し、主食を調整することもあります。例として、全粥ゼリーがゲル

化剤の分量・粥の温度に出来上がり（プルンとした状態を保つ）が影響するため（給食室の協力がなければ

提供が難しい）、自宅退院の場合は早い段階からの検討・調整を行っています。 

給食室とともに栄養室は、「摂食嚥下チーム」として関わっていきますのでよろしくお願いいたします。 

C4 やわらか食  →  C３つぶしとろみ食  →  C2-2 ペースト食 

C4 やわらか食  →  C３つぶしとろみ食 

当院の嚥下食について

ご紹介します♪ 

 

栄 養 室 
・  

給 食 室 



 

 

「食べる幸せいつまでも 」 

食事形態や食べる時の姿勢など正しい知識と技術

で、誤嚥や低栄養を予防する必要があります。 

当院では、医師・看護師・管理栄養士・リハビリ・

薬剤師などの多職種がチームとなり、それぞれの

専門性を活かしながら嚥下機能を評価し、地域に

つなぐ活動を行っています。地域で暮らす皆様の、

「食べる幸せいつまでも」を守れるよう、医療・介

護・福祉との連携に取り組んで参りますので、どう

ぞよろしくお願いいたします。 

「食べられる」ということは、ごく普通のことだと思われています。食べられなくなって初めて「食べら

れるのは幸せなこと」と気づく・・。大切な人が食べられなくなって初めて「食べることは価値のあること

なんだ」と痛感することもあります。 

「人生100年時代」を迎え、健康寿命をいかに延ばすかが、私たちの大きな課題となっています。寿命の

長さだけでなく、その質も重要なのです。食べることは生きることです。単に栄養を摂るだけでなく、生き

る楽しみともなります。超高齢化社会を迎え、誤嚥性肺炎で入院される方は増えています。 

また、むせる・飲み込みにくい・食事を認識できないなど、嚥下障害を疑わせる方が多くみられます。 

 

病院から地域へつなぐ・・・   

最近 「食べるときに むせるようになった」 

「食べるのに時間がかかる」 

「食べこぼすようになった」   などなど･･･ 気になることはありませんか？ 
 

「えん下機能検査入院」のご案内  

 

食べる機能が低下すると、栄養状態が悪くなり、体力や筋力の低下につながります。 

早期に発見して、機能低下を予防していきましょう！ 

 

お問い合わせ ご相談は下記までお願いします。 

広島市立舟入市民病院 医療連携室 082-232-6123（直通） 

栄養サポートチーム(NST) 看護師長 吉村 明美 



       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年１０月13日、当院にて地域連携オープン

カンファレンスを開催いたしました。 

コロナ禍の中、できるかぎりの感染対策を講じ、参加

いただく先生方をお迎えし開催することができうれし

い限りです。 

講演内容は、地域開業医の先生方からも関心の高い

内容であり、大変参考になったとご感想をいただきま

した。 

 

 

 

金廣 哲也（外科主任部長） 

谷口 京子（師長）    丸山 紀世美（主任） 

田中 ゆかり（主任）   光吉 康子       

吉村 順子        森田 真弓      

渡邊 佳代子（主任）   井手岡 雅子   

森田 沙織        日浦 七代 

中野 美和 

 

室  長 

看護師 

 

 

MSW  

事  務 

スタッフ紹介 

●オープンカンファレンスを開催しました！ 

 

来年度も開催を予定しており、より一層講演内容

を充実させ、WEB開催等も考えておりますので、

是非ご参加頂ければ幸いでございます。 

今後とも、よろしくお願いいたします。 

 

 

講  演  内  容 

テーマ 「当院の現状そしてポストコロナに向けて」 

鼠径ヘルニアあれこれ       外科部長 長谷 諭  

舟入市民病院コロナ病棟に入院した小児患者の検討 

            小児科主任部長 小野 厚 

舟入市民病院血液内科に紹介される貧血症例の考察 

          血液内科主任部長 新谷 貴洋 

 その中で私たち緩和ケア認定看護師の役割は、疾患を持つ患者さんの身体的な苦痛や痛みを緩和するだけ

でなく、精神的・心理的な問題から社会問題まで総合的に対応し、問題を早期発見した上で適切な処置を施

し緩和することです。また患者さん個人だけでなく、その家族に対しても同じように看護を行い、そして自

分以外の看護職に対して看護実践を通した指導を行う役割も担っています。 

 私たちは患者さん個々のその人らしさを知り、患者さん自身が「どのように生きていきたいか」「どのよう

になりたいか」という希望を把握し、その願いに寄り添った看護を提供したいと考え、日々看護を実践して

います。どうぞ今後ともよろしくお願いいたします。 

  

 

 

第２回「緩和ケア看護」編 

 
こんにちは。緩和ケア認定看護師の谷口 京子です。 

現在、松岡 奈央子と2名で活動しています。私たちが行っていること

を紹介したいと思います。 

 まず、「緩和ケア」とは終末期医療ではありません。病気と診断された

時からどの段階にあっても、治療や症状に伴うさまざまなこころと身体

の苦痛を和らげ、患者さんや家族にとって可能な限り良好な生活を送っ

て頂けるようにサポートする医療です。また緩和ケアの対象は、がんだ

けでなく心不全や呼吸器疾患の患者さんにも広がっています。 

  

 

舟入市民病院では5分野8名の認定看護師が在籍しています。 

今回は、緩和ケア看護認定看護師の役割についてご紹介さ 

せていただきます。 



     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    

※最新の情報は当院ホームページにてご確認ください。 

主な専門分野 担当医 主な専門分野 担当医

呼吸器
北原・実綿
多田・角本

神経・けいれん 藤井・板村

消化器 山本・菅 喘息・アレルギー 岡野

循環器 宮本 小児消化器 佐藤

糖尿病 新谷(眞) 血液疾患 三木

血液 髙蓋・新谷(貴)・美濃

神経 上利

小野・稲村・田村
佐久間・村上

一般小児

内

科

小
児

科

主な専門分野 担当医

一般外科

消化器外科
 金廣・小林・長谷・亀田

小児外科

新生児外科
    佐伯・市川

外

科

(第2・4

木曜日)

 

■広島バスセンター方面（紙屋町）より 

 広電バス・・・江波方面ゆき（かきうち通り経由を除く） 

：舟入幸町バス停 下車、徒歩 5 分 

         西部エリア各団地方面ゆき 

：新観音橋東バス停 下車、徒歩 4 分 

■広島駅より    

広島電鉄・・・江波ゆき 

：舟入本町電停 下車、徒歩 5 分 

広電バス・・・ 八丁堀経由 観音マリーナホップゆき 

：新観音橋東バス停 下車、徒歩 4 分 

         八丁堀経由 広島ヘリポートゆき  

：新観音橋東バス停 下車、徒歩 4 分 

■横川駅より    

広島電鉄・・・ 江波ゆき 

：舟入本町電停 下車、徒歩 5 分 

■西広島駅より  

広島電鉄・・・ 広島駅ゆき 又は 広島港ゆき 

：土橋電停にて江波ゆきに乗り換え 

舟入本町電停 下車、徒歩 5 分 

 

〒730-0844 広島市中区舟入幸町 14 番 11 号  

TEL:082-232-6195（代表）FAX:082-232-6156        

     
駐車場 100 台収容可能 

編集・発行 医療支援室  

                 TEL:082-232-6123 

FAX:082-232-6125 

内　科

　※内科医師は、内科専門分野と一般内科の診療を行っております。
　※当院内科は、予約患者さんが優先となっております。
　   午前中は混雑が予想されますので、予約されていない方は受付
      時間が12:30～15:00の受診をお勧めします。
　※胃カメラ、大腸検査、CT、MRI、エコー等の検査は診察後の
　　予約制となっております。

外　科 　※外科の診療は、午前中のみ行っております。

小児外科
　※小児外科の診療は、火曜日の午後および第２・第4木曜日の午後
　　のみ行っております。

小児科

　※当院小児科は、予約患者さんが優先となっております。
　※乳児一般健診は予約なしで受けることができます。
      母子手帳を必ずご持参ください。
　※予防接種は予約が必要です。電話または1Ｆ総合受付にて接種
　　希望日の週の月曜日までにお申し出ください。
　　(月曜日が祝日の場合は、前の週の平日にご予約となります。)
   　当日は、母子手帳及び予防接種券等を必ずご持参ください。

ペイン

クリニック

　※対象となる疾患は帯状疱疹・顔面麻痺・腰痛症（ぎっくり腰）・
　　五十肩・神経痛・頭痛などです。痛みに悩んでおられる方は我慢
　　せずに一度相談にお越しください。

小　児
心療科

　※小・中学生を対象として、不登校・神経症・ＰＴＳＤ（心的外傷
　　ストレス 障害）などに対する外来診療を行っています。
   　診療は予約で行っていますので、まず電話でご相談ください。
     TEL : 082-232-6195

小児皮膚科 　※難治性の小児アトピー疾患を中心とした外来です。

診療科よりご案内

舟入市民病院基本理念 

良心と信念に従って信頼される医療を提供します。 

舟入市民病院行動目標 

1.病院内のすべての安全を第一に考えます。 

2.患者さん一人ひとりの尊厳と権利を守ります。 

3.積極的に十分な情報を提供し、開かれた病院をめざします。 

4.病院運営に主体的に参画し、経営健全化に努めます。 

5.私たちにとって働きがいのある病院をめざします。 

診療科 月 火 水 木 金 土 日

1診 山 本 多 田 新谷(貴) 美 濃 新谷(貴)

2診 北 原 実 綿 菅 実 綿 多 田

3診(初診) 角 本 髙 蓋 実 綿 多 田 菅

循環器専門外来

宮本

5診 - - - - 上 利

1診 金 廣 - 金 廣 - 亀 田

2診 小 林 長 谷 亀 田 長 谷 小 林

1診 岡 野 藤 井 田 村 三 木 小 野

2診 高 本 稲 村 佐久間 佐 藤 板 村

3診 - - - 村上(智) -

(月)(水)(金)

8:30～11:00

ペイン

クリニック
麻酔科

佐々木
白 石

-
佐々木
神 﨑

-
佐々木
神 﨑

黒 崎 黒 崎 黒 崎 黒 崎 黒 崎

吉 原 吉 原 吉 原 吉 原 吉 原

担当医 担当医 担当医 担当医 担当医

1診 - 角 本 北 原 山 本 -

5診 -
糖尿病専門外来

新谷(眞) - - 上 利

3診(初診) 多 田 菅 角本/多田 北 原 角 本

13:00～15：00

（要電話連絡）
特殊 - 禁煙外来 - - -

12:30～15：00 小児外科 1診 - 佐 伯 - 市 川
(第2・4木曜日)

-

1診 三 木 小 野 佐 藤 藤 井 岡 野

2診 田 村 村上(智) 板 村 佐久間 高 本

3診 - - 稲 村 - -

健診等 - 乳児健診 予防接種 - -

黒 崎 黒 崎 黒 崎 黒 崎 黒 崎

吉 原 吉 原 吉 原 吉 原 吉 原

担当医 担当医 担当医 担当医 担当医

午
後

12:30～15：00

内科

13:00～17:00

（完全予約制）

小児
心療科

(月)(水)(木)

12:30～15:00

小児科

24時間

急患

診療(火)(金)

12:30～16:00

休診

休診

蓮沼
/村上(絵)

- -
水曜

12:30～16:00

小児

皮膚科
- -

外来
予約

休診
9:00～12:00

（完全予約制）

小児
心療科

外来
予約

休診- - -
糖尿病専門外来

新谷(眞)

24時間

急患

診療

受付時間

午

前

8:30～11:00

内科

4診

外科

小児科

tel:082-232-6195（代表

